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フルブリッジSLRコンバータ

1 概要
このデモでは、アクティブスイッチに並列にキャパシタスナバを備えたフルブリッジの直列

負荷共振型(Series-Loaded Resonant: SLR)のDC/DCコンバータを紹介します。

図1: フルブリッジの直列負荷共振型(SLR)DC/DCコンバータの回路図
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2. モデル
直列共振コンバータの詳細は、PLECSのdemosライブラリの"Resonant Half-Bridge SLR

Converter"デモモデルを参照してください。

このモデルはフルブリッジスイッチ構成の共振タンクと、各スイッチと並列接続したキャパシタ

スナバを使用しています。コンバータを連続導通モード(Continuous Conduction Mode:

CCM)で動作させるため、スイッチング周波数は8kHzに設定しました。コンバータは5,033Hz

の共振周波数以上で動作するため、電流が流れている間IGBTはオフになります。キャパシタ

スナバは共振リンク電流によって充電され、スイッチのゼロ電圧ターンオフ整流が可能に

なります。

3. シミュレーション
添付したモデルを使用してシミュレーションを実行して信号を表示し、コンバータがCCM

で動作することを確認します。スイッチング周波数を5kHzに下げて、コンバータを強制的

に不連続導通モード(Discontinuous Conduction Mode: DCM)に切り替えます。両方の

共振インダクタ電流iLのシミュレーション結果を図2に示します。

図2: 異なるスイッチング周波数(5および8kHz)での共振インダクタ電流シミュレーション
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